
交
渉
は
、
主
に
「
増
員
」「
再

任
用
フ
ル
タ
イ
ム
」
の
２
点
に

集
中
し
て
進
め
ま
し
た
。

組
織
要
求
で
は
、
熊
本
地
震

復
旧
・
復
興
関
係
の
組
織
及
び

要
員
確
保
の
必
要
性
を
訴
え
、

内
閣
人
事
局
か
ら
は
、
「
国
土

交
通
省
か
ら
、
熊
本
復
興
事
務

所
新
設
要
求
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
現
場
の
方
々
の

苦
労
や
専
ら
併
任
で
対
応
し
て

い
る
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。
個

別
・
具
体
的
な
話
は
出
来
な
い

が
、
出
来
る
よ
う
な
形
で
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
が
６
月

に
取
り
組
ん
だ
、
本
省
・
地
整

当
局
へ
の
「
２
０
１
６
年
熊
本

地
震
に
関
す
る
緊
急
申
し
入
れ

書
」
の
全
支
部
提
出
や
、
９
月

の
内
閣
人
事
局
・
人
事
院
上
京

団
等
の
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
反

映
で
す
。

ま
た
、
定
員
要
求
で
は
、「
Ｈ

２
９
年
度
の
国
交
省
の
旧
建
設

部
門
の
新
規
増
員
（
時
限
増
員

含
む
）
要
求
の
内
容
を
確
認
し

た
結
果
、①
防
災
・
減
災
対
策
、

社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
が
中

心
で
②
持
続
的
な
地
域
社
会
の

形
成
及
び
経
済
成
長
を
支
え
る

基
盤
強
化
が
若
干
入
っ
て
い
る

と
の
回
答
で
し
た
。

一
方
、
地
整
・
地
理
の
増
員

に
つ
い
て
は
、
「
内
閣
人
事
局

と
し
て
は
、
国
交
省
の
中
で
ど

う
い
っ
た
体
制
を
構
築
し
て
い

く
の
か
議
論
し
て
頂
き
た
い
。

定
削
も
地
整
に
重
き
を
置
く
の

か
、
運
輸
局
に
重
き
を
置
く
の

か
ま
ず
そ
こ
が
国
交
省
さ
ん
の

中
の
議
論
。
人
事
局
と
し
て
は
、

こ
れ
が
良
い
、
あ
れ
が
良
い
と

い
う
判
断
は
私
ど
も
か
ら
申
し

上
げ
る
筋
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
責
任
を
放
棄
す
る
回
答
に
終

始
し
ま
し
た
。

再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
の
実
現

に
つ
い
て
で
は
「
人
事
院
勧
告

で
示
さ
れ
た
報
告
に
関
し
て
人

事
院
か
ら
定
員
の
措
置
に
関
す

る
相
談
は
来
て
い
る
」
「
フ
ル

タ
イ
ム
を
増
や
し
て
欲
し
い
と

言
う
こ
と
は
、
各
省
庁
に
話
を

し
て
い
る
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
再
度
「
国

交
省
の
旧
建
設
の
地
方
整
備
局

は
フ
ル
タ
イ
ム
は
未
だ
ゼ
ロ
で

あ
る
」
「
国
交
省
当
局
は
定
員

の
空
き
を
多
く
つ
く
っ
て
い
る

が
、
定
数
の
工
夫
を
行
っ
て
い

な
い
」
「
定
員
の
空
き
を
活
用

す
れ
ば
フ
ル
タ
イ
ム
は
可
能
」

「
制
度
官
庁
と
し
て
国
交
省
の

当
局
に
強
い
指
導
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
再
度
の
追
及
に
、「
伺

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
国
交
省

と
は
個
別
に
話
し
を
し
て
い
き

た
い
」
「
少
し
ず
つ
で
も
出
来

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

交
渉
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
増
員
、
再
任
用
フ
ル
タ

イ
ム
の
実
現
は
国
交
省
当
局
の

姿
勢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

こ
と
で
す
。
当
局
の
姿
勢
が
問

わ
れ
ま
す
。

内
閣
人
事
局
交
渉
の
翌
日

（
１
１
月
２
５
日
）
に
は
本
省

の
調
査
官
折
衝
が
配
置
さ
れ
、

増
員
、
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
の

実
現
に
つ
い
て
追
及
し
ま
し

た
。増

員
に
関
し
て
は
、
「
国
民

の
期
待
に
応
え
る
に
は
ど
う
す

べ
き
か
。
内
閣
人
事
局
か
ら
も

国
交
省
が
ど
う
考
え
る
か
と
返

さ
れ
て
い
る
。
定
員
削
減
の
殆

ど
を
旧
建
設
で
押
し
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
の
か
」
か
と
の
追
及
に
対

し
て
、
当
局
か
ら
は
熊
本
の
復

興
に
も
触
れ
な
が
ら
「
現
場
の

苦
労
は
我
々
と
し
て
も
一
生
懸

命
伝
え
て
い
る
。
一
人
で
も
多

く
と
い
う
こ
と
で
努
力
す
る
」

と
の
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
任
用
の
フ
ル
タ
イ
ム
に
つ

い
て
も
、
「
各
機
関
（
任
命
権

者
）
で
検
討
し
て
い
る
」
と
の

回
答
に
終
始
し
、
フ
ル
タ
イ
ム

実
現
に
つ
い
て
特
に
踏
み
込
ん

だ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

引
き
続
き
ユ
ニ
オ
ン
は

要
求
実
現
に

向
け
て
奮
闘

し
て
い
き
ま

す
。
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＜組織・定員要求＞

熊本復興事務所（仮称）は出来るような形でやりたい！！
国土交通省（旧建設）の時限増員を含む新規増員要求は

「防災減災・老朽化対策」が中心～経済成長の基盤強化も若干入っている！！

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
は
１
１
月
２
４
日
、
内
閣
人
事
局
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
に
は
神
野

委
員
長
以
下
１
４
名
が
参
加
し
、
内
閣
人
事
局
か
ら
は
機
構
定
員
の
担
当
を
は
じ
め
８
名
の

各
担
当
が
出
席
し
ま
し
た
。
特
に
次
年
度
の
定
員
に
関
す
る
部
分
で
は
、
旧
建
設
（
地
整
、

地
理
）
の
厳
し
い
実
態
を
訴
え
、
増
員
・
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
要
求
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

２８４号（1） 国交管ユニオンニュース ２０１６年１１月３０日

内
閣
人
事
局

交
渉
報
告

<

再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
要
求>

国
交
省
と
は
個
別
に
話
を
し
て
、
少
し
ず

つ
で
も
出
来
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い

本
省
調
査
官
折
衝
で
も
追
及

２０１６年度 人事院勧告で
の公務員人事管理に関する
報告（抜粋）

各府省において新規採用
者を一定数確保しながらフ
ルタイム中心の再任用勤務
が実現できるよう、定員の
調整を行うための経過的な
取扱いについて関係機関に
働きかけを行うなど引き続
き必要な取組を行うととも
に、再任用職員の能力及び
経験に基づく適切な配置、
定年時点での意識の転換や
士気の維持について、関係
機関と協力して再任用の運
用実態や参考事例の収集・
分析、情報提供を行うなど
により、各府省の取組を支
援していくこととする。

【
内
閣
人
事
局
交
渉
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
】

旧
建
設
の
増
員
・
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
要
求
実
現
の
可
否
は

国
土
交
通
省
当
局
が
ど
う
い
う
姿
勢
に
立
つ
か
が
分
か
れ
目



ユ
ニ
オ
ン
が
調
査
し
た
結

果
、
今
年
度
も
予
算
定
数
と
実

人
員
に
約
１
，
０
０
０
名
の
開

き
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
の

全
府
省
の
定
員
は
表
ー
１
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
員
減
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
農
林
水
産
省
と
国
交
通
省

が
筆
頭
で
、
国
交
省
全
体
で
は

２
４
２
名
の
減
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。

表
一
２
は
国
交
省
全

体
の
行
政
職
（
一
）
の
予
算
定

数
と
７
月
１
日
現
在
の
実
人
員

を
比
較
し
た
も
の
で
、
２
０
１

６
年
度
も
予
算
定
数
よ
り
実
人

員
が
９
９
５
名
も
少
な
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
（
昨

年
は
１
，
１
６
７
名
実
人
員
が

少
な
い
）
。
ま
た
、
定
員
令
と

同
数
の
定
数
が
予
算
上
も
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
局
は
折
衝
等
で
「
定
数
は

休
職
者
や
育
休
者
の
た
め
の
空

き
枠
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
国
交
省
全
体
で
約

１
，
０
０
０
名
も
の
定
数
が
必

要
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
実
施
し
た
管
理
職
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
増
員
が
必
要
と
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
数
を
使
用
し
た
再
任

用
フ
ル
タ
イ
ム
も
十
分
に
可
能

と
言
え
ま
す
。

■
主
な
経
歴
と
人
柄

１
９
５
６
年
生
ま
れ
の
６
０
歳
。

今
年
度
定
年
退
職
予
定
。

関
東
地
建
採
用
。
そ
の
後
東
北

地
整
の
福
島
工
事
事
務
所
に
希
望

配
転
実
現
。
全
建
労
秋
田
支
部
長

な
ど
を
歴
任
し
、
管
理
職
昇
任
後
、

２
０
０
５
年
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

東
北
支
部
執
行
委
員
、
２
０
０
７

年
よ
り
執
行
委
員
長
を
今
年
６
月

ま
で
９
年
間
務
め
た
。
そ
の
後
特

別
執
行
委
員
と
し
て
活
躍
。

明
朗
快
活
で
行
動
力
の
あ
る
人
。

特
に
管
理
職
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り

組
み
で
は
多
く
の
管
理
職
層
か
ら

信
頼
を
得
、
運
動
の
先
頭
に
。
職

場
実
践
の
中
か
ら
教
訓
を
掴
み
、

方
針
に
生
か
す
指
導
者
で
し
た
。

２８４号（2） 国交管ユニオンニュース ２０１６年１１月３０日

今
年
度
も
予
算
定
数
よ
り

約
１
，
０
０
０
名
少
な
い
実
人
員

表ｰ１　　　　　　　　各府省予算定員比較　　２０１６年度

内閣の機関 1,141 1,162 21 13 1,175 34 1,175
内閣府 14,483 14,536 53 26 14,562 79 13,934
復興庁 191 192 1 5 197 6 197
総務省 4,810 4,809 -1 7 4,816 6 4,816
法務省 52,537 52,575 38 234 52,809 272 52,809
外務省 5,862 5,926 64 33 5,959 97 5,959
財務省 71,081 71,041 -40 152 71,193 112 71,193
文部科学省 2,115 2,114 -1 1 2,115 0 2,115
厚生労働省 31,759 31,637 -122 63 31,700 -59 31,700
農林水産省 21,994 21,624 -370 37 21,661 -333 21,661
経済産業省 8,017 7,983 -34 8 7,991 -26 7,991
国土交通省 58,815 58,420 -395 153 58,573 -242 58,573
環境省 2,920 2,917 -3 36 2,953 33 2,953
防衛省 21,161 21,033 -128 29 21,062 -99 21,062
合計 296,886 295,969 -917 797 296,766 -120 296,138

観光庁 99
国土交通省 37,482 気象庁 4,255
東日本復興 82 気象研究所 32
自動車安全 3,941 運輸安全 69
合計 41,505 海上保安庁 2,198

合計 6,653

定員令

国交省予算定員
２０１６予算定員

外局を除く予算定員
行（一）一般職

４１，５０５－６，６５３
＝　　３４，８５２人

海難審判８1人、標識整備１
３人含まず

２０１６年７月１日現
在の外局を除く行
（一）一般職現員
３３，８５７人

３４，８５２ー３３，８５７＝９９５人の定数余り

２０１６年度実態 国交省外局予算定

時限含
2016年度

差し引き

上記は、内閣人事局のホームページより作成

区分 ２０１５年度 ２０１６年度 差し引き
時限増員
数等

訃
報国

交
管
ユ
ニ
オ
ン
東
北
支
部
前
委
員
長
（
秋
田
河
川
国
道

工
事
品
質
管

理
官
）
の
堀
井
寿
氏
が
１
１
月
８
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
堀
井
氏
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

堀井さんがテック
フォースに派遣さ
れた際の新聞記事



２８４号（3） 国交管ユニオンニュース ２０１６年１１月３０日


